
名

　授業の始めに授業の目標を確認することができた　①強くそう思う，②そう思う

　話し合い，討論，発表などの言語活動に取り組むことができた　①強くそう思う，②そう思う

　他の人の話や発表に耳を傾けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　ノート等で授業の記録をすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　 　活用・探究など，学んだことを別の場面で使うようにすることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や単元の終わりに，目標を達成しているかを評価することができた　①強くそう思う，②そう思う

　家庭学習（宿題や課題）と授業を，有機的に結び付けることができた　①強くそう思う，②そう思う

　授業や家庭学習にＩＣＴ機器を効果的に活用することができた　①強くそう思う，②そう思う

保護者アンケート結果（学力に係わるもの）

授業アンケート等を踏まえた総合評価（学校としての今年度の成果と次年度の課題を含む）
　アンケート結果から、授業における言語活動や他者の発表を聞く姿勢は非常に高い割合で肯定的に評価さ
れていることが分かる。また、学んだことの記録や学んだことの活用も比較的高評価である。一方、授業目標
の確認や達成度評価は他の項目に比べてやや低めであり、目標の明確化と成果や課題の認識についてはさ
らに工夫が必要である。また、家庭学習との連携やICT活用は、向上傾向ではあるが改善の余地が必要であ
る。ＩＣＴ活用については授業や家庭学習での効果的な活用方法を今後も検討していきたい。

生涯のスポーツライフを継続する必要性を理解
する能力 4.5

生涯必要な健康とスポーツ・運動の密接なかかわりについて授業の中に取り
入れつつ行った。体育では実技が主となるが、一年では保健の時間も利用で
きるため生涯スポーツについて話し合う機会を増やしたい。

健康の保持増進のための実践力を育成し体力
向上を図る能力 4.4

他クラスとの合同授業のため仲間作りも大切にし、そのうえで相互に意見交換
を交えながら授業を構成した。生涯スポーツを親しむため実践力として、仲間
とともに課題解決していく機会を設定していく。

保体

心身を一体ととらえ健康・安全・運動について理
解する能力 4.5

健康や安全についての話をしながら進めていった。体育に関しては運動の楽
しい部分だけが先行する部分も多々感じられたので、保健も知識として活用
し、合理的な体育の在り方を解いていきたい。

4.5

4.5

4.5

71% 72%

67% 73%

家庭

人間の発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭
の意義や社会との関わりについて知識・技能を身に付
ける能力

4.5
人の一生の課題を様々な事例を取り上げ、実生活の中から捉える力
を養えるような授業の研究を継続する。

54% 67%
4.5

4.6

4.3

4.3

芸術

芸術に関する各教科の特質について理解すると
ともに、意図に基づいて表現するための技能 4.6

1年を通して、基礎となる表現力や技術力が身についてきた。次年度
は更に高められるように多様な表現を取り入れていきたい。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度及
び、豊かな情操

4.5
作品の校内展示や音楽発表会等を行っているが、普段の生活の中で
芸術を意識する機会が増やせるよう今後も工夫していきたい。

4.6
ワークシートやICT機器を活用し、制作状況を客観的に確認する時間を取り入
れることで、主体的に考え創作活動ができるように今後も努める。
 

4.6

68% 72%
主体的、自律的に、外国語への理解を深めたり、コミュ
ニケーションを図ろうとする態度 4.2

語彙が増え、文法の学習も進み、英語の力は向上してきたと思うが、
自律的な学習を促す取り組みについては再考の余地がある。

93% 93%

99% 97%

外国語で、情報や考えなどの概要、要点を的確に理
解できる能力、また相手に伝えたいことを基礎的な外
国語で発信することができる能力

4.1
発信力の向上という点では、ライティング活動に比べ、スピーキングの
活動が少なかったため、次年度に向けて回数を増やしたい。

91% 90%

72% 80%
創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさ
を深く味わったりすることができる能力

4.4
BYODや職業人講話、職業探訪などにより多様な情報を得たり、そ
の情報を他者に伝達したりする力を高めたので、ICT機器や工夫し
た形態でのGW等を適宜活用して、継続していく。

理科

自然事象に対する概念や原理・法則を理解し、探究の
ために必要な観察・実験等の技能を身に付ける能力 4.2

観察・実験を実施し、ICT・BYODもより活用しながら技能を着実に身
に付ける効果的な学びの場となるように教材研究をする。

総探

自己を知り、職業観・人生観を探究する方
法を得る能力 － 4.4

自己が社会にどのように貢献していくべき
かを主体的に探究する資質・能力 － 4.4

外国語の音声、語彙、文法、言語の働きなどに関する
基礎的な知識を習得し、それらを実際のコミュニケー
ションの場面において活用できる技能

英語 4.1

4.2

Ｒ6中間 Ｒ6度末

思考の過程を振り返り、事象の本質を論理的に捉え、
統合的・発展的に考察する能力 4.0

答えが合っていたという結果だけに満足している生徒が多かった。解答を導く
過程や、別解を求めることの重要性を伝え、深い学びに繋げていきたい。

数学における基本的な概念や原理・法則などを体系的に理解
し、事象を数学化したり数学的に解釈したりする能力 4.2

毎週の小テストを通じて、基礎・基本が定着していることが、定期試験などの結果から推察
できた。次年度も基礎学力を定着させるために、小テストを始めとした様々な方策を講じた
い。

数学のよさを認識し、数学を活用して粘り強く考え、数
学的論拠に基づき理解しようとする能力 4.1

数学

自分の興味、関心、特性を探し、様々な人と関わる中で、働くことや
学ぶこと、生きることを関連付けて考えたことを自分なりの問いとして
今後の探究につなげられるように指導する。

観察・実験し、得られた結果を分析して解釈するなど、
科学的に探究する力と科学的根拠を基に考えを表現
する能力

4.1
表現力には課題を感じるので、科学的根拠に基づき適切に表現でき
るようワークシートなどの記述の指導をする。 自己の生活が社会とつながっていることを、

様々な情報源からの的確な情報で考察し、理
解し、他者に伝える資質・能力

地域の企業を訪問することで地域と社会、自己と地域、自己と社会
の繋がりを知る機会にできたことから、経験や学びを活用して、社会
への貢献について継続して問いを立て、探究できるよう指導する。

4.1
授業で学んだことを用いて観察・実験において得られたデータからど
のようなことが言えるのか突き詰めて考える場を用意する。

グループワークを継続させ、他者に自らの考えを説明することで、数
学の理解を深めさせたい。

4.14.1

3.8

4.1

4.0

3.9

4.0

地公

諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べ考察できる技能 4.3

教員が用意して提示する資料を読み取る技能は授業を通して向上しているが、考察に用
いる資料を生徒自ら収集することは、授業内ではなくレポート等の課題に委ねてしまって
いるため、指導の充実が必要である。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色など
を、多面的・多角的に考察し、それを効果的に説明したり、議
論できる能力

4.1
知識構成型ジグソー法を用いた授業などを通し、多面的・多角的に考察し説明する力の
育成を図ってきた。今後は適切なフィードバック等を通し考察の成果を論理的に文章化し
て記述する力を育成する指導に注力したい。

4.2
近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度 4.2

現代的な諸課題が歴史的な経緯のなかで生じたことを理解し、解決に向けてその課題に
いかに向き合うかを、授業やレポートを通して考えてきた。他教科・科目とも連携して、現
代的な諸課題自体に対する生徒の関心を高めていきたい。

4.2
生徒同士や教員との意見交換を通して主体的に他者と関わろうとする態度を養うこと
ができた。ただ読書についてはその経験に乏しい生徒が多いので、啓発に努めた
い。

教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価 年度末評価 次年度への課題

国語

社会を牽引する人材として自律した社会生活を送るために必要な言葉
についての知識、情報を自在に扱う力を身に付けるとともに、言葉の持
つ特質を十分に理解し、国語を的確に使うことができる能力 4.1

漢字小テストや話すこと、聞くこと、書くことの単元を通じて、生徒の言語能力の底上
げを図ったことが、一定の成果を上げたように思える。今年度の知識や技能の蓄積
を生かしながら、次年度も基礎学力の定着を目指し、工夫を続けたい。

生涯にわたる社会生活の中で、言葉を用いて積極的にさまざまな他者と
考えを伝え合うことができるようにし、創造的・論理的な思考力や、深く共
感したり豊かに想像したりする能力 4.3

グループワークを通し、話し合いを通じてともに学ぶ力を伸ばすことができたように思われ
るが、他の生徒に依存し自己の考えを伝えることができない生徒も一定数存在する。自ら
考えそれを文章化することでまとめる予習や課題の持つ意味を理解させ取り組ませたい。

言葉を用いて思考し伝え合う重要さについて、言葉の価値として概念的に認識
するとともに、言葉の適否や美醜、味わいなど言語感覚を磨き、読書等を通して
言語文化に親しんだり主体的に言葉に関わったりする態度

年度末評価 次年度への課題

Active School Kai Project　令和６年度プロジェクト計画書（報告書）

教育目標
（学力に関するもの） 自律

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用する能力 4.2

Google Colaboratoryを活用することで、個人のBYOD端末を使用し
てプログラミングの学習を行えるようにした。学習進度に個人差があ
るので、配慮していきたい。

情報

コンピュータやデータの活用について理解を深
め技能を習得するとともに、情報社会と人との
関わりを理解する能力

4.2
数学の既習分野と関連付けながら、データの活用を学ぶことがで
き、理解を深めることができた。更に他教科との連携を意識して指導
に臨みたい。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する能力 4.2

情報セキュリティーについての知識を習得することができた。学んだ
内容を日常生活に結び付け、情報社会に参画する能力を養いた
い。

全・定・通 全 学年 1

育てたい生徒像
身に付けさせたい資質・

能力

各教科の取組

学校番号 7 学校名 甲府東高等学校 教科 身に付けさせたい資質・能力 中間評価

在籍生徒数 227
4.0

3.9

4.0

3.9

4.1

4.1

4.3

4.2

4.1

4.3

１　自ら考え、自ら判断し、自らの考えを持って主体的に行動しようとする生徒
２　他者を尊重し思いやり、他者のために動こうとする生徒

科学的根拠に基づき、多面的、総合的に判断できる能
力

知識を実際のコミュニケーションの場面において活用できる技能にま
で発展させる活動については実施回数が少なく課題である。

－

「授業アンケート」高評価数値の推移（％：小数点第１位まで）

概ね高評価を頂き、記述の項目では充実して前向きな高校生活を送っている様子が見えた。しかしICT機器
の積極的な活用と本校の特色である５５分授業の効果については高評価が約７５％と低い傾向がある。記述
による意見にも購入したパソコンをもっと活用してほしいとのご意見があった。また学習到達度に応じた発展
的また補充的な学習についても高評価が約７８％であり、基礎の定着と応用力の向上の双方が課題である。

生涯を見通して家庭と社会の中で問題と見出
し、考察し課題を解決しようとする能力 4.4

単元を跨ぎ人の一生の課題を生活の中から捉える力を養うためにICT
活用や授業形態の工夫を重ねながら引き続き取り組む。

様々な人と協働し、よりよい社会の構築に向けて自分
や家庭、社会の生活を創造し、実践しようとする能力 4.4

授業で学んだことを社会現象と結びつけられるよう、思考を深め、表
現し、それを実生活に生かせるような機会を増やしていきたい。


